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本
名　

岡
本
隆
郎
（
お
か
も
と

本
名　

岡
本
隆
郎
（
お
か
も
と

　

た
か
お
）

　

た
か
お
）

　

大
正

　

大
正
1212
年
６
月

年
６
月
2727
日
、
瀬
戸
内
市

日
、
瀬
戸
内
市

邑
久
町
豊
安
の
呉
服
商
の
長
男
と
し

邑
久
町
豊
安
の
呉
服
商
の
長
男
と
し

て
生
ま
れ
た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
文

て
生
ま
れ
た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
文

楽
が
好
き
で
義
太
夫
を
う
な
り
三
味

楽
が
好
き
で
義
太
夫
を
う
な
り
三
味

線
を
器
用
に
弾
い
た
。
一
方
絵
画
に

線
を
器
用
に
弾
い
た
。
一
方
絵
画
に

も
堪
能
で
幅
広
い
趣
味
の
持
ち
主

も
堪
能
で
幅
広
い
趣
味
の
持
ち
主

だ
っ
た
。
岡
山
第
一
中
学
校
（
現
朝

だ
っ
た
。
岡
山
第
一
中
学
校
（
現
朝

日
高
校
）
か
ら
第
六
高
等
学
校
（
現

日
高
校
）
か
ら
第
六
高
等
学
校
（
現

岡
山
大
学
）
を
経
て
、
東
京
帝
国
大

岡
山
大
学
）
を
経
て
、
東
京
帝
国
大

学
（
現
東
京
大
学
）
工
学
部
航
空
工

学
（
現
東
京
大
学
）
工
学
部
航
空
工

学
科
へ
。

学
科
へ
。

　

昭
和

　

昭
和
2525
年
３
月
結
城
孫
太
郎
（
後

年
３
月
結
城
孫
太
郎
（
後

の
竹
田
三
之
助
一
座
）
の
公
演
に
魅

の
竹
田
三
之
助
一
座
）
の
公
演
に
魅

せ
ら
れ
て
人
形
劇
に
と
り
つ
か
れ
、

せ
ら
れ
て
人
形
劇
に
と
り
つ
か
れ
、

一
座
に
入
座
。
結
城
糸
城
三
を
名
乗

一
座
に
入
座
。
結
城
糸
城
三
を
名
乗

り
、
人
形
師
の
道
を
歩
み
始
め
た
。

り
、
人
形
師
の
道
を
歩
み
始
め
た
。

昭
和
昭
和
3030
年
４
月
竹
田
人
形
座
と
な

年
４
月
竹
田
人
形
座
と
な

り
、
竹
田
喜
之
助
と
な
る
。

り
、
竹
田
喜
之
助
と
な
る
。

　

３
０
０
年
の
伝
統
を
持
つ
竹
田
人

　

３
０
０
年
の
伝
統
を
持
つ
竹
田
人

形
芝
居
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
人
形
の

形
芝
居
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
人
形
の

か
ら
く
り
や
、
使
用
材
料
に
画
期
的

か
ら
く
り
や
、
使
用
材
料
に
画
期
的

な
工
夫
を
凝
ら
し
、
旧
来
の
人
形
に

な
工
夫
を
凝
ら
し
、
旧
来
の
人
形
に

新
し
い
生
命
を
吹
き
込
ん
だ
。

新
し
い
生
命
を
吹
き
込
ん
だ
。

　

ど
の
人
形
も
彼
の
優
し
く
、
温
か

　

ど
の
人
形
も
彼
の
優
し
く
、
温
か

く
、
厳
し
い
人
柄
を
映
し
出
し
、
見

く
、
厳
し
い
人
柄
を
映
し
出
し
、
見

る
者
に
深
い
感
動
を
与
え
、
多
く
の

る
者
に
深
い
感
動
を
与
え
、
多
く
の

フ
ァ
ン
を
生
ん
で
い
る
。

フ
ァ
ン
を
生
ん
で
い
る
。

竹
田
喜
之
助
に
つ
い
て

竹
田
喜
之
助
に
つ
い
て

　　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
日
本
に

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
日
本
に

駐
屯
し
て
い
た
軍
周
り
の
シ
ョ
ー
の

駐
屯
し
て
い
た
軍
周
り
の
シ
ョ
ー
の

合
間
に
、
竹
田
喜
之
助
が
何
気
な
く

合
間
に
、
竹
田
喜
之
助
が
何
気
な
く

彫
り
始
め
た
木
片
…
。
そ
の
ナ
イ
フ

彫
り
始
め
た
木
片
…
。
そ
の
ナ
イ
フ

の
動
き
を
見
た
竹
田
人
形
座
を
主
宰

の
動
き
を
見
た
竹
田
人
形
座
を
主
宰

し
て
い
た
竹
田
扇
之
助
が
首
を
彫
っ

し
て
い
た
竹
田
扇
之
助
が
首
を
彫
っ

て
み
た
ら
と
勧
め
た
の
が
き
っ
か
け

て
み
た
ら
と
勧
め
た
の
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
。

だ
っ
た
。

　

そ
の
日
か
ら
人
形
工
房
の
一
隅
に

　

そ
の
日
か
ら
人
形
工
房
の
一
隅
に

端
座
し
て
、
竹
田
喜
之
助
の

端
座
し
て
、
竹
田
喜
之
助
の
3030
年
間
年
間

に
わ
た
る
人
形
づ
く
り
は
始
ま
る
。

に
わ
た
る
人
形
づ
く
り
は
始
ま
る
。

手
板
や
胴
体
の
研
究
に
加
え
、
西
洋

手
板
や
胴
体
の
研
究
に
加
え
、
西
洋

の
学
問
の
中
で
も
近
代
的
な
航
空
工

の
学
問
の
中
で
も
近
代
的
な
航
空
工

学
を
人
形
の
世
界
に
持
ち
込
み
「
竹

学
を
人
形
の
世
界
に
持
ち
込
み
「
竹

田
の
糸
あ
や
つ
り
」
と
し
て
独
自
の

田
の
糸
あ
や
つ
り
」
と
し
て
独
自
の

も
の
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
。

も
の
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
。

　

昭
和

　

昭
和
3636
年
、
人
形
制
作
数
が

年
、
人
形
制
作
数
が

１
０
０
０
体
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
初

１
０
０
０
体
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
初

め
て
の
人
形
展
を
東
京
・
白
木
屋
で

め
て
の
人
形
展
を
東
京
・
白
木
屋
で

開
催
。
直
木
賞
作
家
・
安
藤
鶴
雄
氏

開
催
。
直
木
賞
作
家
・
安
藤
鶴
雄
氏

は
、「
日
本
の
糸
あ
や
つ
り
人
形
は
、

は
、「
日
本
の
糸
あ
や
つ
り
人
形
は
、

喜
之
助
と
い
う
一
人
の
作
家
を
得

喜
之
助
と
い
う
一
人
の
作
家
を
得

て
、
何
十
年
か
の
急
速
な
進
歩
を
遂

て
、
何
十
年
か
の
急
速
な
進
歩
を
遂

げ
た
。」
と
激
賞
し
、「
喜
之
助
人
形
」

げ
た
。」
と
激
賞
し
、「
喜
之
助
人
形
」

と
命
名
。
新
し
い
時
代
の
息
吹
に
あ

と
命
名
。
新
し
い
時
代
の
息
吹
に
あ

ふ
れ
た
人
形
た
ち
は
喜
之
助
の
名
を

ふ
れ
た
人
形
た
ち
は
喜
之
助
の
名
を

世
に
広
め
る
と
と
も
に
、
糸
あ
や
つ

世
に
広
め
る
と
と
も
に
、
糸
あ
や
つ

り
人
形
師
・
喜
之
助
の
誕
生
し
た
瞬

り
人
形
師
・
喜
之
助
の
誕
生
し
た
瞬

間
で
も
あ
っ
た
。

間
で
も
あ
っ
た
。

1111

1122

1144

1133

1155

1166

1177

1188

1199

1110    10    

受け継がれる受け継がれる生生
い の ちい の ち

命命
竹田 喜之助、来年生誕１００年竹田 喜之助、来年生誕１００年

特別特別
特集特集

写真解説写真解説　　右頁右頁
　「雪ん子」　「雪ん子」
　「雪ん子」は雪の精の意味で、　「雪ん子」は雪の精の意味で、
　豪雪で両親を失った少女との　豪雪で両親を失った少女との
　切ない出会いと切ない恋を描　切ない出会いと切ない恋を描
　く。「竹田人形座」の出世作。　く。「竹田人形座」の出世作。
❶❶工房で人形を製作する竹田喜之助。工房で人形を製作する竹田喜之助。
❷❷糸あやつり人形の骨組み。糸あやつり人形の骨組み。
　（左：男の人・右：女の人）　（左：男の人・右：女の人）
　胴体に男の人と女の人で脚部　胴体に男の人と女の人で脚部
　の有無の違いがある。女の人　の有無の違いがある。女の人
　では、日本女性独特の立ち居　では、日本女性独特の立ち居
　振る舞い、一方男の人では、　振る舞い、一方男の人では、
　見栄を切ったり、座った場合　見栄を切ったり、座った場合
　の形の良さを追求した結果、　の形の良さを追求した結果、
　構造が異なっている。　構造が異なっている。
❸「古道成寺」❸「古道成寺」
➍「プルル君」➍「プルル君」
➎「橋弁慶」➎「橋弁慶」
　竹田喜之助が最後の舞台で操　竹田喜之助が最後の舞台で操
　った弁慶の人形。　った弁慶の人形。
❻❻「「黒姫ものがたり黒姫ものがたり」」
➐「百合若」➐「百合若」
➑「竜の子太郎」➑「竜の子太郎」
➒「獅子舞」➒「獅子舞」
➓「御存知鈴ヶ森」➓「御存知鈴ヶ森」
　  「鈴ヶ森」の雲助の首は、人　  「鈴ヶ森」の雲助の首は、人
　形デザインをせず直接木彫り　形デザインをせず直接木彫り
　に彫ったものであり、顔の前　に彫ったものであり、顔の前
　半分が割れて落ちる「梨割れ」　半分が割れて落ちる「梨割れ」
　など首にさまざまな仕掛けが　など首にさまざまな仕掛けが
　施されている。　施されている。
写真提供：島  隆諦 氏写真提供：島  隆諦 氏

「雪ん子」の写真など「雪ん子」の写真など
瀬戸内市が世界に誇る糸あやつり人形師竹田喜之助。来年生誕 100 年を迎えます。瀬戸内市が世界に誇る糸あやつり人形師竹田喜之助。来年生誕 100 年を迎えます。
竹田喜之助から受け継がれた糸あやつり人形劇―。竹田喜之助から受け継がれた糸あやつり人形劇―。
脈々と受け継がれる生命とは…。脈々と受け継がれる生命とは…。
特別特集として竹田喜之助と喜之助の生命を受け継ぐ人たちについて紹介します。特別特集として竹田喜之助と喜之助の生命を受け継ぐ人たちについて紹介します。

誕
生

　
喜
之
助
人
形

誕
生

　
喜
之
助
人
形

（昭和 32 年）（昭和 32 年）

（昭和 38 年）（昭和 38 年）
（昭和 48 年）（昭和 48 年）
（昭和 30 年）（昭和 30 年）

（昭和 42 年）（昭和 42 年）
（昭和 49 年）（昭和 49 年）
（昭和 49 年）（昭和 49 年）
（昭和 34 年）（昭和 34 年）
（昭和 31 年）（昭和 31 年）
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糸
あ
や
つ
り
人
形
は
、
実
は
歴
史

糸
あ
や
つ
り
人
形
は
、
実
は
歴
史

が
凄
く
長
い
。
け
れ
ど
も
、
完
成
し

が
凄
く
長
い
。
け
れ
ど
も
、
完
成
し

き
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
面
白
さ
が

き
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
面
白
さ
が

あ
り
ま
す
。
人
形
劇
の
面
白
さ
や
楽

あ
り
ま
す
。
人
形
劇
の
面
白
さ
や
楽

し
さ
は
子
ど
も
に
伝
え
た
い
の
は
も

し
さ
は
子
ど
も
に
伝
え
た
い
の
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
も
と
も
と
人
形
浄

ち
ろ
ん
で
す
が
、
も
と
も
と
人
形
浄

瑠
璃
な
ど
、
大
人
も
見
て
楽
し
ん
で

瑠
璃
な
ど
、
大
人
も
見
て
楽
し
ん
で

い
た
の
で
、
大
人
に
も
見
て
も
ら
い

い
た
の
で
、
大
人
に
も
見
て
も
ら
い

た
い
で
す
。

た
い
で
す
。

　

ま
た
、
小
さ
い
人
形
を
見
て
も

　

ま
た
、
小
さ
い
人
形
を
見
て
も

ら
っ
て
可
愛
い
と
思
う
人
が
増
え
れ

ら
っ
て
可
愛
い
と
思
う
人
が
増
え
れ

ば
、
世
の
中
は
悪
く
な
ら
な
い
。
大

ば
、
世
の
中
は
悪
く
な
ら
な
い
。
大

袈
裟
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

袈
裟
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
人
形
劇
を
通
し
て
平
和
に
し
た

が
、
人
形
劇
を
通
し
て
平
和
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

かわせみ座かわせみ座

人形師人形師　　山山
やまやま

本本
もともと

　　由由
よしよし

也也
やや

さんさん

　　　　　　の生命を受け継ぐ人たちの「人形劇」への想いの生命を受け継ぐ人たちの「人形劇」への想い

喜之助人形劇フェスタ市民実行委員会喜之助人形劇フェスタ市民実行委員会

委員長委員長　　内内
うちうち

田田
だだ

　　明明
あきあき

生生
おお

さんさん

糸あやつり人形劇団　みのむし糸あやつり人形劇団　みのむし

人形師人形師　　飯飯
いいいい

室室
むろむろ

　　康康
こうこう

一一
いちいち

さんさん

竹田人形座竹田人形座

人形師人形師　　鈴鈴
すずすず

木木
きき

　　友友
ともとも

子子
ここ

さんさん

「人形の「人形の
　　可能性は無限」　　可能性は無限」

　　「糸あやつりの人形劇　　「糸あやつりの人形劇
　　を　　を瀬戸内市の瀬戸内市の文化に」文化に」

　「人形劇を通して　「人形劇を通して
　　平和にしたい」　　平和にしたい」

　　「人形劇で　　「人形劇で
　バトンをつなぐ」　バトンをつなぐ」

　

精
神
的
な
病
を
患
っ
て
い
る
子
ど

　

精
神
的
な
病
を
患
っ
て
い
る
子
ど

も
が
人
形
に
は
心
を
開
く
よ
う
に

も
が
人
形
に
は
心
を
開
く
よ
う
に
、、

人
形
に
は
特
別
な
力
が
宿
っ
て
い
る

人
形
に
は
特
別
な
力
が
宿
っ
て
い
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
人
形
を
操
る
こ
と
で
そ
の
力
を

す
。
人
形
を
操
る
こ
と
で
そ
の
力
を

誰
か
が
感
じ
と
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し

誰
か
が
感
じ
と
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し

い
で
す
ね

い
で
す
ね
。。

　

ま
た
、
人
形
劇
を
演
じ
る
こ
と

　

ま
た
、
人
形
劇
を
演
じ
る
こ
と

でで
何
か
少
し
で
も
子
ど
も
の
心
に

何
か
少
し
で
も
子
ど
も
の
心
に

残
っ
て
、

残
っ
て
、
そ
の
子
ど
も
が
親
に
な
っ

そ
の
子
ど
も
が
親
に
な
っ

た
と
き
に
自
分
の
子
ど
も
を
連
れ
て

た
と
き
に
自
分
の
子
ど
も
を
連
れ
て

人
形
劇
を
見
に
く
る
よ
う
な
人
形
劇

人
形
劇
を
見
に
く
る
よ
う
な
人
形
劇

で
バ
ト
ン
を
次
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で

で
バ
ト
ン
を
次
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で

き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　

喜
之
助
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
の
特

喜
之
助
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
の
特

色
は
、
プ
ロ
の
劇
団
や
ア
マ
チ
ュ
ア

色
は
、
プ
ロ
の
劇
団
や
ア
マ
チ
ュ
ア

の
劇
団
の
育
成
に
ま
で
糸
あ
や
つ
り

の
劇
団
の
育
成
に
ま
で
糸
あ
や
つ
り

の
人
形
劇
に
こ
だ
わ
り
抜
い
た
と
こ

の
人
形
劇
に
こ
だ
わ
り
抜
い
た
と
こ

ろ
で
す
。
こ
れ
は
、
喜
之
助
さ
ん
が

ろ
で
す
。
こ
れ
は
、
喜
之
助
さ
ん
が

糸
あ
や
つ
り
人
形
師
で
あ
っ
た
こ
と

糸
あ
や
つ
り
人
形
師
で
あ
っ
た
こ
と

と
他
に
は
な
い
人
形
劇
を
作
り
上
げ

と
他
に
は
な
い
人
形
劇
を
作
り
上
げ

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
す
。

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
す
。

　　

人
形
劇
は
、
心
の
教
育
が
叫
ば

人
形
劇
は
、
心
の
教
育
が
叫
ば

れ
る
時
代
に
あ
っ
て
、
人
々
の
や
さ

れ
る
時
代
に
あ
っ
て
、
人
々
の
や
さ

し
い
心
を
育
て
る
教
育
で
あ
り
、
地

し
い
心
を
育
て
る
教
育
で
あ
り
、
地

域
文
化
だ
と
思
い
ま
す
。

域
文
化
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
人
形
劇
を
瀬
戸
内
市
の
文

今
後
も
、
人
形
劇
を
瀬
戸
内
市
の
文

化
に
、
そ
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

化
に
、
そ
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で

げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

す
ね
。

　　

人
形
の
魅
力
は
、
可
能
性
が
無

人
形
の
魅
力
は
、
可
能
性
が
無

限
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
形
な

限
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
形
な

ら
、
な
ん
で
も
作
れ
ま
す
し
、
ど
ん

ら
、
な
ん
で
も
作
れ
ま
す
し
、
ど
ん

な
動
き
で
も
表
現
で
き
ま
す
。
ま

な
動
き
で
も
表
現
で
き
ま
す
。
ま

た
、
ど
ん
な
に
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
て

た
、
ど
ん
な
に
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
て

も
制
約
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
に

も
制
約
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
に

自
由
な
ジ
ャ
ン
ル
は
な
い
と
思
っ
て

自
由
な
ジ
ャ
ン
ル
は
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
人
間
の
役
者
さ
ん
や
ダ
ン

い
ま
す
。
人
間
の
役
者
さ
ん
や
ダ
ン

サ
ー
で
は
表
現
で
き
な
い
人
形
だ
か

サ
ー
で
は
表
現
で
き
な
い
人
形
だ
か

ら
可
能
な
「
人
形
と
し
て
の
リ
ア
リ

ら
可
能
な
「
人
形
と
し
て
の
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
」
を
追
求
し
て
舞
台
表
現
を

テ
ィ
ー
」
を
追
求
し
て
舞
台
表
現
を

し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

　

人
形
劇
は
子
ど
も
の
も
の
と
い
う

　

人
形
劇
は
子
ど
も
の
も
の
と
い
う

枠
を
超
え
、
大
人
も
楽
し
め
る
芸
術

枠
を
超
え
、
大
人
も
楽
し
め
る
芸
術

と
し
て
の
舞
台
空
間
を
目
指
し
て
い

と
し
て
の
舞
台
空
間
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

き
ま
す
。

竹田喜之助の弟子として、竹田人形座で活躍。竹田喜之助の弟子として、竹田人形座で活躍。
瀬戸内市のアマチュア人形劇団への指導育成に貢献。瀬戸内市のアマチュア人形劇団への指導育成に貢献。

テレビ番組で見た竹田喜之助に感銘を受け、竹田テレビ番組で見た竹田喜之助に感銘を受け、竹田
人形座に入る。その後、1975 年に劇団を創立。人形座に入る。その後、1975 年に劇団を創立。

竹田人形座の人形に魅せられ、竹田人形座へ入る。竹田人形座の人形に魅せられ、竹田人形座へ入る。
その後、竹田喜之助の人形への想いを受け継ぎ、その後、竹田喜之助の人形への想いを受け継ぎ、
1982 年に劇団を創立。1982 年に劇団を創立。
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「一人でも多く「一人でも多く
　　　　ふれあいと感動を」　　　　ふれあいと感動を」

喜
之
助
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
市
民
実
行
委
員
会

喜
之
助
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
市
民
実
行
委
員
会

喜
之
助
の
偉
業
を
後
世
に
受
け
継
ぐ

喜
之
助
の
偉
業
を
後
世
に
受
け
継
ぐ

　　

竹
田
喜
之
助
の
生
命
は
、
喜
之
助

竹
田
喜
之
助
の
生
命
は
、
喜
之
助

人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
市
民
実
行
委
員
会

人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
市
民
実
行
委
員
会

が
中
心
と
な
り
、
守
り
続
け
ら
れ
て

が
中
心
と
な
り
、
守
り
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
竹
田
喜
之
助
顕
彰
会
な
ど

い
ま
す
。
竹
田
喜
之
助
顕
彰
会
な
ど

の
団
体
や
市
民
な
ど
現
在

の
団
体
や
市
民
な
ど
現
在
2626
人
が
所

人
が
所

属
し
、
近
年
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

属
し
、
近
年
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

体
験
活
動
や
人
形
劇
の
教
室
な
ど
、

体
験
活
動
や
人
形
劇
の
教
室
な
ど
、

郷
土
芸
能
へ
の
興
味
や
関
心
を
高
め

郷
土
芸
能
へ
の
興
味
や
関
心
を
高
め

る
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

ま
す
。

　

今
年
は
、

　

今
年
は
、
3333
回
目
の
喜
之
助
人
形

回
目
の
喜
之
助
人
形

劇
フ
ェ
ス
タ
。
竹
田
人
形
座
で
活
躍

劇
フ
ェ
ス
タ
。
竹
田
人
形
座
で
活
躍

さ
れ
る
鈴
木
友
子
さ
ん
を
は
じ
め
、

さ
れ
る
鈴
木
友
子
さ
ん
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
や
ア
マ
チ
ュ
ア
の

さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
や
ア
マ
チ
ュ
ア
の

劇
団
が
多
彩
な
人
形
劇
を
演
じ
ら
れ

劇
団
が
多
彩
な
人
形
劇
を
演
じ
ら
れ

ま
す
。
受
け
継
が
れ
た
生
命
…
…
。

ま
す
。
受
け
継
が
れ
た
生
命
…
…
。

人
形
た
ち
の
言
葉
を
声
を
自
分
の
目

人
形
た
ち
の
言
葉
を
声
を
自
分
の
目

で
確
か
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

で
確
か
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

2021 年喜之助人形劇フェスタ時に撮影2021 年喜之助人形劇フェスタ時に撮影

　
受
け
継
が
れ
て
き
た
人
形
劇
。

　
受
け
継
が
れ
て
き
た
人
形
劇
。

　
そ
の
生
命
を
引
き
継
ぐ
べ
く
立
ち
上
が
っ
た
人
が
い
る
。

　
そ
の
生
命
を
引
き
継
ぐ
べ
く
立
ち
上
が
っ
た
人
が
い
る
。

　
全
身
全
霊
を
込
め
人
形
を
操
る
。

　
全
身
全
霊
を
込
め
人
形
を
操
る
。

　
伝
わ
る
だ
ろ
う
か

　
伝
わ
る
だ
ろ
う
か

　
人
形
の
息
吹
が
。

　
人
形
の
息
吹
が
。

　
聞
こ
え
る
だ
ろ
う
か

　
聞
こ
え
る
だ
ろ
う
か

　
人
形
の
語
り
合
う
声
が
。

　
人
形
の
語
り
合
う
声
が
。

　
体
験
し
て
欲
し
い
。

　
体
験
し
て
欲
し
い
。

　
伝
え
て
い
き
た
い
。

　
伝
え
て
い
き
た
い
。

　
大
好
き
な
ま
ち
の
大
切
な
宝
だ
か
ら
。

　
大
好
き
な
ま
ち
の
大
切
な
宝
だ
か
ら
。

―
―
　
特
別
特
集
　
受
け
継
が
れ
る
生
命
　
終
　
―
―
　

―
―
　
特
別
特
集
　
受
け
継
が
れ
る
生
命
　
終
　
―
―
　 （右）喜之助人形劇フェスタの準備の様子。（右）喜之助人形劇フェスタの準備の様子。

（左）喜之助人形劇フェスタに向けての実行（左）喜之助人形劇フェスタに向けての実行
　　委員会。ポスター案を入念にチェック。　　委員会。ポスター案を入念にチェック。

第 33 回喜之助人形劇フェスタ第 33 回喜之助人形劇フェスタ

11  11  　  　月　     日（土）・　    日（日）　  　月　     日（土）・　    日（日）19  19  20  20  
19 日（土）9：30 ～ 16：0019 日（土）9：30 ～ 16：00

20 日（日）10：00 ～ 16：1020 日（日）10：00 ～ 16：10
19 日：開場 9：00 ～ /20 日：開場 9：30 ～19 日：開場 9：00 ～ /20 日：開場 9：30 ～

会場 / 瀬戸内市中央公民館２F ホールほか会場 / 瀬戸内市中央公民館２F ホールほか

料金 / ３歳～中学生 500 円　大人 1,000 円（全席自由）料金 / ３歳～中学生 500 円　大人 1,000 円（全席自由）

問問

※チケットは、当日会場でお買い求めください。※チケットは、当日会場でお買い求めください。

喜之助人形劇フェスタ市民実行委員会事務局喜之助人形劇フェスタ市民実行委員会事務局
☎  090 - 8247 - 4680☎  090 - 8247 - 4680

継
承
さ
れ
る
人
形
劇

継
承
さ
れ
る
人
形
劇

喜之助人形劇フェスタにて人形を喜之助人形劇フェスタにて人形を
操る子どもたち操る子どもたち


